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屋　
　

統

発
走
の
二
時
間
前
よ
り
太
鼓
打
つ
き
み
耳
栓
を
し
か
と
詰
む
る
や

ひ
た
す
ら
に
太
鼓
打
つ
き
み
應
援
の
騒
音
性
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は
補
償
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ら
ざ
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す
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沿
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数
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人
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な
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駆
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来
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某
大
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つ
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々
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々
に
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母
体
あ
り

死
期
を
悟
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心
臓
の
電
池
が
切
れ
て
今
夜
に
も
死
に
そ
う
だ
よ
と
老
爺
の
訴
え

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
定
期
点
検
異
常
な
し
さ
れ
ど
老
爺
の
不
安
は
消
え
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「
近
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ぬ
こ
と
は
も
う
分
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っ
て
る
。
く
す
り
も
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事
も
要
ら
ぬ
」
と
老
爺

老
妻
を
病
床
に
呼
び
手
を
と
り
て
永な
が

の
別
れ
と
老
爺
涙
す

「
死
ぬ
、
死
ぬ
」
と
ひ
と
月
余
り
も
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続
け
老
爺
は
卆
然
帰
ら
ぬ
人
に
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天
か
ら
の
手
紙
と
た
と
え
る
巧
み
さ
の
中
谷
博
士
の
雪
今
日
も
降
る

数
セ
ン
チ
た
っ
た
こ
れ
だ
け
積
も
っ
た
と
交
通
麻
痺
の
東
京
哀
れ

猛
烈
な
吹
雪
を
背
に
し
て
子
を
一
夜
守
り
続
け
て
息
絶
え
た
父
よ

音
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な
く
雪
降
り
積
も
る
朝
ま
だ
き
ほ
の
か
な
光
に
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影
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な
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雪
降
り
に
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あ
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国
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と
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競
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勝
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負
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ラ
メ
ラ
と
炎
の
色
に
燃
え
て
咲
く
ヤ
ブ
カ
ン
ゾ
ウ
に
夏
日
は
終
は
る

「
盛
岡
は
お
ソ
バ
を
食
べ
た
と
こ
ろ
ね
」
と
旅
の
思
ひ
出
ひ
も
と
く
妻
は

俳
句
か
と
問
ふ
人
も
あ
り
歌
詠
み
の
文
化
遺
産
を
守
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継
ぐ
べ
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心
不
全
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の
治
療
が
始
ま
り
し
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は
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も
同
じ
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何
時
迄
も
心
の
奥
に
生
き
ま
せ
よ
実
子
先
生
今
旅
立
ち
ぬ

贈
ら
れ
し
校
旗
に
喪
章
を
し
つ
ら
え
て
祭
壇
の
横
に
つ
き
そ
う
如
し

言
葉
な
く
生
き
行
く
指
標
を
示
さ
れ
て
や
さ
し
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何
時
も
い
た
わ
り
給
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ふ
り
む
け
ば
得
難
き
人
に
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会
え
た
り
そ
の
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せ
で
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が
あ
る
吾
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ラ
ラ
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の
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国
先
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こ
う
の
と
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「
こ
う
の
と
り
」
ド
ッ
キ
ン
グ
成
る
日
本
の
科
学
技
術
が
今
日
も
輝
く

油
井
さ
ん
百
八
十
二
日
の
滞
在
を
果
た
し
て
我
は
神
に
感
謝
す

Ｉ
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は
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象
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行
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む
人
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そ
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も

日
本
生
ま
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人
は
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十
六
人
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供
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の
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憧
れ
の
火
星
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発
て
る
探
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機
よ
三
年
間
は
待
ち
遠
し
過
ぎ
る


